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題字は京都労働学校初代校長、故住谷悦治先生の筆です。
田 中 行 夫

P１ ２０１１年度秋期京都労働学校・市民英会話教室募集要項
P２～Ｐ４ 第５５回園員総会開催報告
P５ 第１０・１１回新公益法人制度検討委員会報告・緊急人材育成・就職支援基金事業他
P６～Ｐ９ ２０１１年度秋期京都労働学校・市民英会話教室受講生募集・１０月パソコン教室
P１０ 京都労働学校・府市民教室の有志によるグループ展発表会・検定試験結果報告他
P１１ 第２４回京都労働学校友の会イベント案内
 ２０１０年度京都府内勤労者の意識調査実施報告書他
P１２ ２０１１年秋期公開セミナー案内他 第327号

募
集
人
数
　
各
講
座
十
二
～
五
十
名

受
講
料
　
千
円
～
四
万
七
千
円

受
講
資
格
  

　
十
六
才
以
上
な
ら
ど
な
た
で
も
。（
全
日
制

の
高
校
生
を
除
く
。）

受
付
期
間
 

　
九
月
七
日
（
水
）
か
ら
定
員
に
な
る
ま
で
。

（
日
曜
・
祝
日
は
休
み
。）

受
付
時
間
  

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
。土
曜
日
は

午
後
五
時
ま
で
。（
受
付
初
日
は
十
時
か
ら
）

受
講
手
続
 

　
直
接
窓
口
に
来
て
い
た
だ
き
、当
校
所
定
の

受
講
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、受
講
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入
学
式

　
十
月
三
日
（
月
）
午
後
六
時
～
六
時
半

休
講
日

　
祝
日
・
冬
期
休
暇
中
（
十
二
月
二
十
三
日
～

一
月
九
日
）

募
　
集
　
要
　
項

英会話専任講師

★
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
　
　
　
　
　
　
仕
事
に
役
立
つ
話
し
方
・
会
話
の
基
礎
知
識

★
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
の
英
会
話
の
た
め
の
英
文
法
講
座

新講座
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第
五
十
五
回
園
員
総
会
開
催
報
告
　
２
ペ
ー
ジ
～
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

二
〇
一
一
年
度

秋
　
　
　
　
期

―
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
～
９
ペ
ー
ジ
に
―
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候
補
一
覧
を
配
布
し
て
提
案
と
し
ま

し
た
。
ま
た
、
第
七
号
議
案
の
顧
問

の
委
嘱
に
つ
い
て
は
、
田
中
専
務
理

事
が
現
在
の
四
名
の
顧
問
に
加
え
新

た
に
四
名
の
元
役
員
を
顧
問
に
委
嘱

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
第
八
号
議
案
の
定
款
変
更
案
の
停

止
条
件
付
き
決
議
に
つ
い
て
は
吉
田

学
園
長
か
ら
提
案
を
行
い
、
田
中
専

務
理
事
か
ら
第
九
号
議
案
の
関
連
規

程
案
の
停
止
条
件
付
き
決
議
、
第
一

〇
号
議
案
の
公
益
社
団
法
人
へ
の
移

行
認
定
申
請
を
一
括
し
て
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
議
案
は
す
べ
て
原
案
通

り
全
員
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
、
滞

り
な
く
総
会
を
終
え
ま
し
た
。

評
の
稲
村
守
氏
、
松
本
隆
浩
理
事
を

選
出
し
、
総
会
運
営
委
員
は
資
格
審

査
・
議
事
運
営
を
補
佐
し
、
役
員
選

考
委
員
を
兼
ね
る
こ
と
を
承
認
し
ま

し
た
。
吉
田
美
喜
夫
学
園
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
京
都
府
知
事
・
京

都
市
長
（
い
ず
れ
も
代
読
・
別
掲
）、

労
働
団
体
を
代
表
し
て
岩
橋
祐
治
氏

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、
議
題

に
入
り
ま
し
た
。

　
議
事
は
第
一
号
議
案
の
二
〇
一
〇

年
度
事
業
報
告
と
第
二
号
議
案
の
二

　
六
月
九
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、

ラ
ボ
ー
ル
京
都
四
階
第
八
会
議
室
に

お
い
て
京
都
勤
労
者
学
園
第
五
十
五

回
園
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
の
総
会
は
、
公
益
社
団
法
人
へ
の

移
行
認
定
申
請
を
す
る
こ
と
の
承
認

を
得
る
な
ど
極
め
て
重
要
な
総
会
で

し
た
。
司
会
の
井
上
信
治
理
事
が
開

会
宣
言
を
行
い
、
議
長
に
連
合
京
都

の
中
篤
史
氏
を
、
書
記
に
学
園
事
務

局
の
岡
晃
子
を
、
総
会
運
営
委
員
に

連
合
京
都
の
岡
本
哲
也
氏
、
京
都
総

第
五
十
五
回
園
員
総
会
開

第
五
十
五
回
園
員
総
会
開
催催

学
園
長
 
吉
田
美
喜
夫
 （
立
命
館
大
学
）

専
務
理
事
 
田
中
　
行
夫

理
　
　
事
 
小
畑
　
史
子
 （
京
都
大
学
）

 

杉
山
　
雅
人
 （
  　
〃
  　
）

 

千
田
　
忠
男
 （
同
志
社
大
学
）

 

西
村
健
一
郎
 （
　
　
〃
　
　
）

 

斎
藤
　
真
緒
 （
立
命
館
大
学
）

 

脇
田
　
　
滋
 （
龍
谷
大
学
）

 

木
本
　
誠
治
 （
連
合
京
都
）

 

原
　
　
健
二
 （
  　
〃
  　
）

 

井
上
　
信
治
 （
  　
〃
  　
）

 

佐
々
木
眞
成
 （
京
都
総
評
）

 

松
本
　
隆
浩
 （
  　
〃
  　
）

 

福
田
　
良
幸
 （
京
都
府
）

 

石
田
　
信
幸
 （
京
都
市
）

監
　
　
事
 
木
村
　
　
守
 （
税
理
士
）

 

吉
岡
　
　
崇
 （
連
合
京
都
）

 

山
縣
　
哲
也
 （
京
都
総
評
）

顧
　
　
問
 
山
田
　
啓
二
 （
京
都
府
知
事
）

 

門
川
　
大
作
 （
京
都
市
長
）

 

望
田
　
幸
男
 （
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
）

 

三
村
　
義
夫
 （
元
京
都
勤
労
者
学
園
専
務
理
事
）

 

菊
池
　
光
造
 （
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

 

二
場
　
邦
彦
 （
立
命
館
大
学
名
誉
教
授
）

 

西
井
　
正
弘
 （
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

 

宮
川
　
　
治
 （
元
Ｊ
Ａ
Ｍ
京
都
委
員
長
）

二
〇
一
一
年
度
役
員
一
覧

〇
一
〇
年
度
決
算
報
告
を
田

中
行
夫
専
務
理
事
が
提
案
・

説
明
し
、
山
縣
哲
也
監
事
よ

り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　
続
い
て
吉
田
学
園
長
が
第

三
号
議
案
の
二
〇
一
一
年
度

事
業
計
画
案
を
、
田
中
専
務

理
事
が
第
四
号
議
案
の
予
算

案
・
第
五
号
議
案
の
二
〇
一

一
年
度
中
の
借
入
金
限
度
額

案
に
つ
い
て
提
案
・
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　
第
六
号
議
案
で
は
役
員
の

一
部
改
選
を
行
う
こ
と
を
田

中
専
務
理
事
が
説
明
、
岡
本

役
員
選
考
委
員
よ
り
役
員
選

考
会
で
選
考
し
た
補
充
役
員
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去
る
六
月
九
日
に
開
催
さ
れ
た
第

五
十
五
回
園
員
総
会
に
お
い
て
、
本

年
度
の
事
業
計
画
な
ど
と
と
も
に
、

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
に
向

け
た
定
款
変
更
と
い
う
本
法
人
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
案
件
に
つ
い

て
、
審
議
の
上
、
承
認
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
、
園
員
総
会
の

意
思
に
従
い
、
着
実
に
諸
事
業
を
進

め
て
い
く
所
存
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
三
月
十
一
日
に
起
き

た
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
は
、

い
ま
だ
多
く
の
方
が
行
方
不
明
で
あ

り
、
ま
た
、
避
難
所
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
と
雇
用
に

甚
大
な
被
害
が
及
び
、
そ
の
復
興
の

た
め
に
は
、
文
字
通
り
、
日
本
全
体

が
そ
の
持
て
る
知
恵
と
力
を
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
で

は
、
間
接
的
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学

園
に
お
け
る
様
々
な
事
業
が
、
こ
の

よ
う
な
知
恵
と
力
を
獲
得
す
る
場
と

な
り
、
そ
れ
が
、
や
が
て
は
復
興
を

支
え
る
力
に
な
る
も
の
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　
本
学
園
は
、
一
九
五
七
年
に
創
立

以
来
、
京
都
府
・
京
都
市
、
労
働
団

体
、
学
識
経
験
者
の
三
者
か
ら
な
る

社
団
法
人
と
し
て
、
定
款
に
あ
る
よ

う
に
、「
勤
労
者
の
教
養
と
自
覚
を
高

め
そ
の
地
位
の
向
上
を
図
る
た
め
」

の
勤
労
者
教
育
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
夜
間
に
開
講
さ
れ
る

京
都
市
の
委
託
事
業
で
あ
る
「
京
都

労
働
学
校
」
と
昼
間
に
開
講
さ
れ
る

「
府
市
民
教
室
文
化
教
養
講
座
」
を

中
心
と
し
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
や

英
会
話
教
室
、
労
働
講
座
・
文
化
講

座
、
講
師
の
斡
旋
、
調
査
・
出
版
、

労
働
関
係
の
情
報
提
供
な
ど
の
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
公
益
の
た
め
の
事
業

の
伝
統
と
、
今
後
の
課
題
を
見
据
え
、

た
と
え
ば
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
支
援

事
業
と
し
て
の
農
業
体
験
事
業
や
若

者
の
職
業
教
育
事
業
な
ど
、
新
し
い

事
業
に
も
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
は
、
幸
い
に
多
く
の
受
講
生
の

支
持
を
得
て
、
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
近
年
、
国
際
的
な
経
済
状
況
の
変

化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
勤

労
者
に
及
ん
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
見
た
場
合
、
学
園
と
し
て
は
、「
こ

れ
か
ら
働
く
人
、
い
ま
働
い
て
い
る

人
、
働
い
て
き
た
人
」
な
ど
す
べ
て

の
勤
労
者
に
対
し
て
、
よ
り
安
定
し

た
職
業
生
活
の
選
択
、
定
年
後
も
含

む
労
働
と
生
活
の
調
和
の
達
成
と
質

の
向
上
を
図
る
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、

働
く
こ
と
に
つ
い
て
生
じ
て
い
る
変

化
を
捉
え
、〈
質
が
高
く
良
心
的
で
安

心
の
で
き
る
市
民
の
学
び
の
セ
ン

タ
ー
〉
に
な
る
努
力
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

園
員
総
会
を
終
え
て

学
園
長吉

田
　
美
喜
夫

　
本
年
度
の
最
重
要
課
題
は
、
冒
頭

で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
新
公
益

法
人
制
度
の
下
で
、
公
益
社
団
法
人

化
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
、「
新
公
益
法
人
制
度
検
討
委
員

会
」
に
お
い
て
十
一
回
に
及
ぶ
会
議

を
重
ね
、
そ
の
到
達
点
が
新
し
い
定

款
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
移
行
認
定
の
申
請
を
す
る
年
度

で
あ
る
と
い
う
事
情
を
踏
ま
え
、
今

ま
で
に
も
増
し
て
旺
盛
な
勤
労
者
教

育
の
事
業
の
展
開
が
必
要
で
す
。
さ

ら
に
、
社
団
法
人
で
あ
る
と
い
う
性

質
に
鑑
み
、
構
成
員
の
量
的
拡
大
も

追
求
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
諸
課
題
を
達
成
す
る

た
め
に
は
園
員
の
皆
様
、
関
係
各
位

の
ご
協
力
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日

頑 顔眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼

　
社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
の
第

五
十
五
回
園
員
総
会
が
、
こ
の
よ
う

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
平
素
か
ら
京
都
府
政
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
は
、
昭
和
三
十

二
年
に
創
立
さ
れ
て
以
来
、
半
世
紀

に
わ
た
り
幅
広
い
勤
労
者
教
育
を
推

進
さ
れ
、
勤
労
者
の
教
養
と
自
覚
を

高
め
、
そ
の
地
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
に
大
き
く
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
歴
代
役
員
の
皆

様
や
講
師
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
事

務
局
、
園
員
の
皆
様
方
の
多
大
な
御

尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に

壊
滅
的
な
被
害
が
発
生
し
、
被
災
地

域
だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

京
都
府
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
先
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
京
都
府
内
に

避
難
さ
れ
て
い
る
被
災
者
の
方
々
や

避
難
を
考
え
て
お
ら
れ
る
被
災
者
の

方
々
に
対
し
て
、
避
難
中
の
生
活
の

安
定
を
図
る
た
め
、
就
職
支
援
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
売
上
等
が

減
少
し
て
い
る
府
内
中
小
企
業
の
資

金
需
要
に
対
す
る
緊
急
金
融
支
援
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な
っ
て

力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
挙
げ
て
被
災

第
五
十
五
回
園
員
総
会
祝

　
第
五
十
五
回
園
員
総
会
祝
辞辞

京
都
府
知
事

頑 顔眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼
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社
団
法
人
京
都
勤
労
者
学
園
の
第

五
十
五
回
園
員
総
会
が
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
尊
い
命

を
失
わ
れ
た
犠
牲
者
の
方
々
の
御
冥

福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
園
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
、

京
都
市
政
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
京
都
勤
労
者
学
園
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
設
立
以
来
、

永
き
に
わ
た
り
、
勤
労
者
の
経
済
的
、

社
会
的
地
位
の
向
上
や
勤
労
者
教
育

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
生
涯
学
習
の

推
進
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
本
市
が
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
京
都
労
働
学
校
の
運
営
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
労
働
関
係
法
や

京
都
の
文
化
に
関
連
す
る
講
座
等
、

働
く
人
に
と
っ
て
有
益
で
豊
富
な
講

座
の
開
設
や
、
時
宜
に
合
っ
た
内
容

の
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
吉
田
美
喜
夫
学
園
長
を
は
じ

め
関
係
役
員
の
皆
様
や
講
師
の
先
生

方
、
そ
し
て
事
務
局
職
員
の
皆
様
の

多
大
な
御
尽
力
に
対
し
ま
し
て
、
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
社
会
経
済
情
勢

は
、
依
然
と
し
て
失
業
率
が
高
水
準

に
あ
り
、
こ
の
四
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
一
年
五
カ
月
ぶ
り
に
悪
化
す
る

な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る

経
済
・
雇
用
情
勢
の
さ
ら
な
る
悪
化

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
京
都
勤
労
者
学

園
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
京
都
労
働

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
勤
労
者
教
育

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
労
働

組
合
や
勤
労
者
の
方
を
対
象
と
し
た

公
開
セ
ミ
ナ
ー
や
若
者
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
な
ど
、
厳
し
い
雇
用
情
勢

に
対
応
す
る
様
々
な
事
業
を
展
開
さ

れ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
皆
様
の

果
た
さ
れ
る
役
割
は
重
要
に
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
ま
す
と
と
も
に
、

今
後
の
事
業
展
開
に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
京
都
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き

続
き
京
都
労
働
学
校
の
運
営
に
力
を

注
ぐ
ほ
か
、
新
規
事
業
と
し
て
、
就

職
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
大
学
生
や

卒
業
後
三
年
以
内
の
人
を
対
象
に
就

職
に
関
す
る
相
談
か
ら
個
々
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
ま
で
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
フ
ル
カ
バ
ー
学
生
等
就
職
支
援

事
業
」
に
取
り
組
む
な
ど
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
就
職
支
援
や
雇
用
の
維

持
・
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
十
年

間
の
本
市
の
都
市
経
営
の
基
本
と
な

る「
は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」

に
お
い
て
、
十
年
後
に
目
指
す
べ
き

京
都
の
未
来
像
の
一
つ
と
し
て
「
真

の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
す
る
ま
ち
・
京
都
」
を
掲
げ
て

お
り
ま
す
。
勤
労
者
も
含
め
、
京
都

に
暮
ら
す
人
々
が
人
間
ら
し
く
い
き

い
き
と
働
き
、
家
庭
・
地
域
で
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
全
力
を
傾
注
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
支
援
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
社
団
法
人
京
都
勤
労
者

学
園
が
、
勤
労
者
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
の
た
め
の
教
育
機
関
と
し
て
、

今
後
ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
、

並
び
に
本
日
御
参
集
の
皆
様
の
一
層

の
御
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
私

の
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日

京
都
市
長

頑 顔眼眼眼

頑
顔

眼
眼
眼
眼
眼

地
の
復
興
の
た
め
に
人
的
・
物
的
支

援
、
さ
ら
に
は
被
災
者
の
方
々
の
経

済
支
援
に
力
を
尽
く
す
べ
く
、
一
層

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
の
御
協
力
と
御
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
大
震
災
は
、
製
造
業

等
の
も
の
づ
く
り
産
業
の
生
産
ス

ト
ッ
プ
や
観
光
の
自
粛
、
消
費
の
冷

え
込
み
な
ど
日
本
経
済
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
経
済
・
雇
用
情

勢
は
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
震
災
復
興
の
緊

急
支
援
、
雇
用
対
策
を
は
じ
め
、
さ

ら
に
人
と
人
と
の
絆
や
地
域
の
絆
を

取
り
戻
し
、
明
日
に
希
望
の
も
て
る

社
会
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
、
何
よ

り
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
京
都
府
で
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
全

国
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
労
働
者
団

体
の
皆
様
に
も
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
京
都
ジ
ョ
プ
パ
ー
ク
を
中
心

と
す
る
各
種
の
雇
用
対
策
な
ど
、
府

民
生
活
を
断
固
と
し
て
守
り
抜
く
と

と
も
に
、
人
と
人
が
し
っ
か
り
と
結

ば
れ
た
心
豊
か
な
社
会
の
構
築
に
邁

進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
一
月
に
は
、「
人
が
大
切
に
さ
れ
る

た
め
に
、人
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
」

社
会
を
目
指
し
て
、
府
政
運
営
や
地

域
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
な
る
「
明

日
の
京
都
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
「供
明
日
の
京
都
僑
幕
開

け
予
算
」
と
し
て
、「
京
力
中
小
企
業

百
億
円
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
重

点
施
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
本
年
十
月
二
十
九
日
か
ら

は
、
京
都
に
お
い
て
「
国
民
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
国
民
文
化

祭
は
、
東
北
・
被
災
地
の
皆
様
に
心

か
ら
エ
ー
ル
を
送
り
、
日
本
の
文
化

や
心
の
す
ば
ら
し
さ
を
京
都
か
ら
発

信
す
る
祭
典
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
、
皆

様
と
と
も
に
今
年
一
年
、
日
本
の
再

生
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
勤
労
者
教
育
に
向
け
て

一
層
の
取
組
を
推
進
さ
れ
ま
す
と
と

も
に
、
京
都
勤
労
者
学
園
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
、
本
日
御
参
集
の
皆

様
方
の
御
健
勝
と
御
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
言
葉

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
六
月
九
日
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第
十
回
を
三
月
十
五
日
（
火
）
に
、

第
十
一
回
を
四
月
二
十
七
日
（
水
）

に
開
催
し
て
、
六
月
九
日
の
園
員
総

会
で
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
認
定

申
請
を
す
る
こ
と
の
承
認
を
得
る
た

め
定
款
の
変
更
の
案
を
含
め
、
何
点

か
最
終
的
な
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
そ
の
主
な
内
容
で
す
。

　
最
初
に
、「
定
款
の
変
更
の
案
」
で

す
が
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行
を

目
指
す
た
め
に
は
、
現
行
の
定
款
か

ら
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
定
款

を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
定
款
の
変
更
の
案
」の
作
成
に
当

た
っ
て
は
、
内
閣
府
の
モ
デ
ル
定
款

に
基
づ
い
て
、必
要
的
記
載
事
項（
絶

対
的
記
載
事
項
）
と
し
て
、
法
人
が

行
う
事
業
の
目
的
や
社
員
の
資
格
の

得
喪
に
関
す
る
規
定
な
ど
を
、
そ
し

て
、
相
対
的
記
載
事
項
と
し
て
、
社

員
の
園
費
支
払
い
義
務
や
代
表
理
事

及
び
業
務
執
行
理
事
が
自
己
の
職
務

の
執
行
の
状
況
の
報
告
を
理
事
会
に

報
告
す
る
回
数
な
ど
を
、
更
に
、
任

意
的
記
載
事
項
と
し
て
事
務
局
に
関

す
る
規
定
な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

　
具
体
的
な
主
な
改
正
点
で
す
が
、

最
も
重
要
と
な
る
法
人
の
目
的
に
お

い
て
は
、
当
学
園
の
「
勤
労
者
」
の

定
義
を
定
め
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、

　「
オ
フ
ィ
ス
人
材
育
成
科
」
訓
練

コ
ー
ス
は
、
四
月
十
四
日
か
ら
五
月

二
十
五
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
二

十
一
名
の
応
募
が
あ
り
、
面
接
選
考

の
結
果
十
八
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
認
定
が
募
集
開
始
ぎ
り
ぎ
り
に
な

り
、
応
募
の
出
足
が
悪
く
訓
練
開
講

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
募
集
二
、

京都人文学園
開校６５周年を記念して

「
働
い
て
い
る
人
は
も
と
よ
り
、
こ

れ
か
ら
働
こ
う
と
す
る
人
、
今
ま
で

働
い
て
き
た
人
を
含
む
青
年
期
か
ら

老
年
期
に
至
る
す
べ
て
の
勤
労
者
」

と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
決
権
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
園
費
の
額

（
口
数
）
に
応
じ
議
決
権
数
を
決
め

て
い
ま
し
た
が
、
団
体
・
個
人
に
か

か
わ
ら
ず
一
園
員
に
つ
き
一
個
の
議

決
権
と
な
り
ま
す
。
更
に
、
毎
年
度

の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
園
員
総
会
の
議

決
か
ら
理
事
会
の
承
認
に
な
り
ま
す
。

　
次
に
、
監
事
（
三
人
の
う
ち
一
人
）

と
し
て
税
理
士
の
方
に
お
願
い
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
公
益

三
日
前
に
一
日
四
名
～
六
名
の
応
募

が
あ
り
、
最
終
的
に
は
二
十
一
名
に

な
り
ま
し
た
。

　
訓
練
生
は
、
二
十
代
か
ら
五
十
代

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
三
十
代
が
九
名
と
最
も
多
く
、

続
い
て
四
十
代
が
六
名
で
、
男
女
別

で
は
女
性
が
十
四
名
。
男
性
四
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
応
募
動
機
と
し
て
は
、
事
務
職
と

し
て
就
職
し
た
い
の
で
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
い
う
方
が

多
く
、
ま
た
、
簿
記
三
級
、
二
級
の

資
格
に
も
挑
戦
し
た
い
と
い
う
方
も

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
六
月
十
三
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
す
で
に
、
簿
記
三
級
入
門
、

人
事
労
務
管
理
、
経
理
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
ン
ト
の
講
義

も
済
み
約
二
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
が
、

訓
練
生
も
熱
心
に
講
義
を
受
け
て
お

り
、
疑
問
点
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
講
師
に
質
問
し
て
い
ま
す
。
残
る

訓
練
は
、
多
く
時
間
を
割
く
科
目
と

し
て
は
、
簿
記
二
級
が
あ
り
、
ま
た
、

就
職
支
援
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
分
析
、

応
募
書
類
の
点
検
、
面
接
実
習
と
職

場
訪
問
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
生
活
給
付
金
受
給

者
は
九
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

法
人
の
公
益
認
定
基
準
の
一
つ
に

「
情
報
開
示
の
適
正
性
」
と
い
う
項

目
が
あ
り
、
公
認
会
計
士
又
は
税
理

士
な
ど
の
専
門
家
を
監
事
に
す
る
こ

と
で
外
部
に
適
正
性
を
示
す
こ
と
に

な
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
ほ
か
、
移
行
認
定
申
請
に

当
た
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
項

目
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
と
お
り
検
討

を
終
え
ま
し
た
。

第

・

回
新
公
益
法
人
制
度
検
討
委
員
会
報

第
　
・
　
回
新
公
益
法
人
制
度
検
討
委
員
会
報
告告

１０１０

１１１１

緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
事

 緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支
援
基
金
事
業業

「
オ
フ
ィ
ス
人
材
育
成
科
」訓
練
　
名
で
ス
タ
ー
ト
　
応
募
者
は
　
名

１８

２１

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　京都労働学校の前身である京都人文学園の開校６５周年を記念
する同窓会が６月５日、ホテルグランヴィア京都で開催されま
した。
　当日は、岩井忠熊（立命館大学名誉教授）・永原誠（同）両講
師、田中行夫京都勤労者学園専務理事、昼間部卒業生９名、夜
間部卒業生１５名が参加しました。
　卒業以来６０数年ぶりの参加者もあり、「旧交歓談」そのもの
でした。然し、２０年前の４５周年の会には、学園長の新村猛先生
夫妻を始めとする講師７人、卒業生８２人が参加しましたが、今
回はその３分の１以下です。歳月の重みが感じられます。
　人文学園開校の１９４６年は敗戦の翌年であり、入学生は軍隊帰
りも多く、最高齢は１９２０年生まれの９１歳で、当日も元気で夫
婦揃って（夫人も同窓生）出席していました。「次は７０周年」
という声もありましたが、果たして成立するのか。願望はある
のですが。　　　　杉本喜代己　記（１期生、元人文学園主事）

同窓会
を開催
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こ
と
ば
の
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
で
は
、

面
接
や
会
議
な
ど
の
場
面
で
話
す
の

が
苦
手
な
方
、
ま
た
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
仕
事
で
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
必
要
と
す
る
方
な
ど
を
対
象
に
、

自
分
の
考
え
を
表
現
し
、
必
要
な
事

柄
を
相
手
に
的
確
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
元
関
西
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
杉
山
一
雄
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
ま
ず
は
発
声
練
習
を
通
し
て
人

前
で
は
っ
き
り
し
た
声
を
出
す
こ
と

を
目
指
し
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
や
模
擬

会
議
な
ど
の
実
習
を
中
心
に
会
話
に

慣
れ
、
表
現
力
を
鍛
え
て
い
き
ま
す
。

受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目

受講料　１４,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後７時～９時
日　程　１０月３日～２月６日

話すのが苦手な方に。仕事に役立
つ話し方・会話の基礎知識を学び
ます。

１４回
（週１回）

新講座
実践コミュニケー
ション講座　（月）

受講料　１１,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月３日～２月６日

―京の名脇役たち〈近世・近代〉―
歴史上の著名人の陰にひっそりと
寄り添う脇役たちにスポットを当てま
した。

１４回
（週１回）日本史講座　（月）

受講料　２２,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月３日～２月６日

―韓国語・朝鮮語中級クラス―
「ハングル」の読み書きができ、基本
的な文法を理解している中級者を
対象とします。

１４回
（週１回）

韓 国 の 言 葉 と
文化を学ぼう教室

(月)
受講料　２４,０００円
　　　　※テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月２５日～２月１０日
試験日　２０１２年２月２６日（日）
　　　　　　　　（検定料別途必要）

―入門から日商簿記３級受験対策
まで―
起業、就職、経理事務に役立つ簿
記の受験を目指します。

２５回
（週２回）

実 践 簿 記 講 座
（火・金）

二
〇
一
一
年
度
秋
期
　
京
都
労
働
学
校
受
講
生
募
集

★
 新
講
座
  実
践
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　教養・実務・実習講座

　
人
間
と
思
想
、
芸
術
、
文
学
、
環

境
、
医
療
、
宗
教
な
ど
と
の
哲
学
的

な
関
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
今
回
の
人
間
学
講
座
で
は
、
研

究
者
の
ほ
か
医
師
や
画
家
を
講
師
に

お
招
き
し
、
人
間
・
人
生
に
つ
い
て
、

わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
側
面
か
ら

も
思
考
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
大
き
な
視
野
を
得
て
、
新

た
な
視
点
か
ら
私
た
ち「
人
間
」と
い

う
存
在
に
つ
い
て
思
索
す
れ
ば
、
豊

か
な
心
と
柔
軟
な
頭
脳
を
保
つ
こ
と

が
で
き
、
新
鮮
な
ま
な
ざ
し
で
自
ら

を
見
直
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　
英
語
の
基
本
的
な
文
法
、主
に
Ｂｅ

動
詞
、一
般
動
詞
、文
章
の
時
制（
過

去
、
現
在
、
未
来
形
）
な
ど
に
焦
点

を
置
き
、
英
語
の
基
本
的
な
文
の
組

立
て
を
も
う
一
度
見
直
す
コ
ー
ス
。

こ
れ
か
ら
英
会
話
を
は
じ
め
た
い
け

れ
ど
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
が
何
を

言
っ
て
い
る
か
聞
き
取
れ
る
か
不
安

な
方
、
英
語
で
ど
う
や
っ
て
文
を
作

れ
ば
い
い
か
わ
か
ら
な
い
英
会
話
初

心
者
の
た
め
、
海
外
で
も
英
語
ク
ラ

ス
の
指
導
経
験
豊
富
な
梅
木
祐
子
さ

ん
が
、
日
本
語
を
交
え
て
教
え
ま
す
。

　
海
外
旅
行
に
必
須
の
実
用
英
会
話

を
学
ぶ
コ
ー
ス
。
秋
期
は
旅
行
中
に

よ
く
直
面
す
る
、
ホ
テ
ル
滞
在
時
に

問
題
が
起
こ
っ
た
時
の
対
処
法
や
、

物
の
借
り
方
・
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の

仕
方
、
チ
ケ
ッ
ト
や
食
べ
物
を
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
す
る
時
の
注
文
の
仕
方
な

ど
、
春
期
と
は
異
な
る
内
容
を
取
り

上
げ
、
表
現
方
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。

ま
た
各
国
の
生
活
や
習
慣
、
旅
行
に

役
立
つ
情
報
な
ど
も
学
び
ま
す
。
春

期
か
ら
の
受
講
生
だ
け
で
な
く
、
初

め
て
の
方
も
受
講
可
能
で
す
。

　
九
月
よ
り
待
望
のｗ
ｉｎ
ｄｏｗｓ
７

を
導
入
し
ま
す
。Ｘ
Ｐ
や
Ｖ
ｉｓ
ｔａ
と

の
違
い
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

★
人
間
学
講
座

★
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
の
英
会

話
の
た
め
の
英
文
法
講
座

★
秋
期
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話

★
パ
ソ
コ
ン
教
室
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　英　会　話
受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目

受講料　３６,０００円
　　　　※テキスト代別途必要
時　間　朝　午前１０時～正午
　　　　昼　午後１時半～３時半
　　　　夜　午後６時半～８時３０分　
　 　（土曜日は夜間の授業はありません。）
日　程　１０月１８日～３月１７日

外国人講師による日常会話を学ぶ
コース。レベルに合わせて入門から
上級までのクラス（約４０クラス）が
あります。

１８回
（週１回）

レギュラー英会話
（月～土）

受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目
受講料　１６,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月４日～３月６日

―最新判例から学ぶ労働法―
関西で第一線で活躍する労働法学
者が最新判例を解説。

１６回
（週１回）

実 務 に 役 立 つ
労働法講座　（火）

受講料　１１,０００円
　　　　※資料代５００円・テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月４日～１月２４日
試験日　２０１１年１２月４日（日）
　　　　　　　　（検定料別途必要）

―ビジネス能力検定受験対応―
ビジネスで必要とされるマナーと
ルールをはじめ、仕事の基本、心の
通ったコミュニケーションの方法を
学びます。

１４回
（週１回）

社会人の基本「ビジネ
スマナー」のすべて

（火）

受講料　１４,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月１１日～２月２８日

毛筆で字を書く楽しさを味わいます。
基本について学び、古典にも触れな
がら毛筆で字を書く楽しさを味わい
ます。

１８回
（週１回）書  道  教  室（火）

受講料　１４,０００円
　　　　※資料代５００円・テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月５日～２月１日

「経理・経営の実務講座」受講者を
対象に、さらに深く経理実務を学び、
疑問を解消します。

１４回
（週１回）

経理・経営の実務講座
―ステップアップ―

（水）
受講料　１１,０００円
　　　　※資料代５００円・テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月５日～２月１日

社会保険のあらましから健康保険、
年金、介護保険及び保険料などに
ついて実務を通して学びます。

１４回
（週１回）

社 会 保 険 の
実務講座　　（水）

受講料　２２,０００円
　　　　※テキスト代別途必要　
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月５日～２月１日

―韓国語・朝鮮語初級クラス―
「ハングル」の読み書きができ、簡単
なテニヲハなどの知識があることを
前提として授業を進めます。

１４回
（週１回）

韓国の言葉と文化
を学ぼう教室（水）

受講料　１４,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月５日～２月１日

リラックスできる呼吸と発声を身に
付け、朗読の基礎を学びます。

１４回
（週１回）

読み語り・朗読
教室　　　　（水）

受講料　１１,０００円
　　　　※資料・テキスト代計７５０円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６日～２月２日

―美しく書くための理論と実習―
手書きの味わいを大切に、初歩から
実用書まで教えます。

１４回
（週１回）

実用ペン字教室
(木)

受講料　１１,０００円　
　　　　※資料代５００円・テキスト代計別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６日～２月２日

―知っておきたい最新実務―
演習を交えて、実務のポイントをしっ
かりと押さえていきます。

１４回
（週１回）

人事・労務管理の
実務講座　　（木）

受講料　２２,０００円
　　　　※テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６日～２月２日

―中国のことばと文化を学ぼう―
ピンインが読め、簡単な文法を理解
されている方を対象としたクラス。

１４回
（週１回）

中国語初級教室
（木）

受講料　１１,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６日～２月２日

―人間論の射程と展望―
人間について、様 な々方向から光を
当てて考えていきます。

１４回
（週１回）

人 間 学 講 座
（木）

受講料　８,０００円
　　　　※資料代５００円別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月７日～１２月９日

―京都その伝統の技―《匠の世界》
今回は、京都の伝統工芸を担う方々
を講師に、京文化の知識を深めて
いきたいと思います。

１０回
（週１回）

京ことば・京文化
講座　　　　（金）
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受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ回数科　　　　　　目

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分　
日　程　１０月２２日（第４）、１１月１９日、
　　　　１２月１７日、１月２１日、２月４日（第１）
レベル　中級程度から

京都の日本庭園に関する知識を英
語で学ぶコース。

５回
（月１回）

ト ッ ド さ ん の
京都・日本庭園案内

（土）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　１０月２８日、１１月２５日、１２月１６日
　　　　（第３）、１月２７日、２月２４日
レベル　中級程度から

映画がどのように，誰によって作ら
れたのか、どんなメッセージが込め
られているのかなど映画について
英語で学ぶクラス。

５回
（月１回）

英語で映画鑑賞
（金）

受講料　１１,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　１１月１１日、１２月９日、１月１３日、
　　　　２月１０日、３月９日
レベル　中級前程度から

生徒が自ら英語の詩を読み書きし、
自作品について発表やディスカッ
ションしながら英会話スキルを伸ば
す講座です。

５回
（月１回）

英語俳句＆ポエム講座
―詩作と朗読―（金）

受講料　４７,０００円※テキスト代別途必要
時　間　午後７時～９時
日　程　１０月１９日～３月７日
レベル　中級程度から

ビジネス関連用語からＥメールや
書類の書き方まで、ビジネスシーン
で必要な英語を学びます。

１８回
（週１回）

ビジネス英会話
（水）

受講料　４２,０００円※資料代５００円別途必要
時　間　午後７時～９時
日　程　（水・夜）１０月１９日～３月７日、
　　　　（木・朝）１０月２０日～３月８日
レベル　中級上程度から

最新の時事ニュースや世界のイベ
ントなどを教材として用い、語彙力
アップを目指します。

１８回
（週１回）

国際メディアの英語
（水・夜）
（木・朝）

受講料　２２,０００円※テキスト代別途必要
時　間　午後７時～９時
日　程　１０月２８日～３月９日
レベル　初級～中級

日常会話には慣れてきたけれど、日
本語発音が強かったり、聴き取りが
苦手な方のスキルアップに最適です。

９回
（月２回）

英 語 の 発 音 ・
聴 き 取 り 強 化

（第2・4金）
受講料　４２,０００円※テキスト代別途必要
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　１０月１８日～２月２８日
レベル　初級～中級前

海外旅行に必須の実用英会話を学
ぶコース。

１８回
（週１回）

秋 期 ト ラ ベ ル
英　会　話　（火）

受講料　４２,０００円※テキスト代別途必要
時　間　午後7時～9時
日　程　１０月２８日～２月２４日

３月中旬実施予定のＴＯＥＩＣ試験
を目標にスキルを磨くコースです。

１５回
（週１回）

ＴＯＥＩＣ受験
スキル向上コース

受講料　５,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　１０月７・１４日
レベル　入門から初心者まで

英語の基本的な文の組立てをもう
一度見直す復習コース。２回

新講座
ＹＵＫＯさんの
英会話のための
英文法講座　（金）

受講料　５,０００円
時　間　午前１０時～正午
日　程　１０月４・１１日
レベル　中級程度

実際にイギリス人が使う言葉や表
現をふまえて文化を学ぶ、興味深い
内容になっています。

２回
新講座
ロンドンとイギリス
文  化  講  座　（火）

受講料　５,０００円
時　間　午後１時３０分～３時３０分
日　程　１０月６・１３日
レベル　初級から中級前

様 な々メッセージの書き方やＥメー
ル・返信の書き方などを中心に学び
ます。

２回

新講座
ＭＡＩＬ・メッセージ
カードの書き方

（木）
受講料　５,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６・１３日
レベル　不問

授業は英語で行い､短い時間でス
ケッチをする「スピードドローイング」
や､背景の空白部分の描き方などを
集中的に練習します。

２回英語でアート教室
（木）
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昼　間
受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ時間数科　　　　　　目

受講料　８,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月５日・１２日

パソコンの基本操作と
　　　　　文書作成の基礎知識
基本操作をマスターし、Ａ４サイズ
の用紙を使って簡単な文書を作っ
てみましょう。

８時間

初 め て の
パ ソ コ ン 教 室
ステップ①
　（水曜２回）

受講料　８,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月１９日・２６日

表の作成とインターネットの基礎知識
※マウス操作とキーボードでの簡
単な文字入力ができる方対象
表計算ソフト、インターネットの機能
について学びます。簡単なグラフの
作成や家の地図を印刷するなど、
楽しみながら一歩ずつ学びます。

８時間

初 め て の
パ ソ コ ン 教 室
ステップ②
　（水曜２回）

受講料　１６,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月６日～２７日

表計算ソフト・エクセルを使って、数
値入力、関数利用、ソート、グラフ作
成といった表計算ソフトの基本操作
を学びます。

１６時間エクセル入門教室
（木曜４回）

受講料　１６,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月８日～２９日

パソコンの基本操作・文字入力が
できる方を対象としたホームページ
ビルダーを使ったホームページの
作成講座です。

１６時間
ホ ー ム ペ ー ジ
作 成 教 室

（土曜４回）

受講料　８,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月１４日・２１日

デジタルカメラの購入を考えられている方、
買ったけれど使い方がわからないという方
を対象の教室です。デジタルカメラの上手
な写し方、パソコンへ写真を取り込み、写真
の加工、データの管理等々行います。

８時間
デジタルカメラと
ファイル操作教室
　（金曜２回）

受講料　４,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月１７日

百人一首を旧仮名づかいを使って入
力します。読めない漢字がたくさん出
てきますが、辞書のＩＭＥパッドを使っ
て漢字を探し、振り仮名も入力していき
ます。ページごとに挿絵を配置して、百
人一首の冊子を作ってみましょう。

４時間
ワードで百人一首
冊 子 作 成 教 室

（月曜１回）

受講料　８,０００円（テキスト代含む）
時　間　午前１０時～午後３時
日　程　１０月２４日・３１日

年賀状の準備にとりかかりませんか。
住所入力が簡単にできます。裏面に
はイラストを貼り付けて作成していき
ます。デジカメで撮った写真を貼り付
けることもできます。画像入りのオリジ
ナル名刺も作ります。

８時間年賀状作成教室
（月曜２回）

　１０月パソコン教室  ※９月よりWindows７を導入しました。（WindowsXP・Vistaについても説明します。）

夜　間
受講料（消費税込み）・時間・日程テーマ時間数科　　　　　　目

受講料　１６,０００円
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月６日～１２月１日
対象者：エクセルを使ったことがある。
　　　　キーボードの操作ができる。

見本通りに表が作れなかったり、関
数がうまく使いこなせない、という方
のためのエクセル入門講座です。
基本的なエクセルの操作法をマス
ターします。

８回エ ク セ ル 入 門
（木）

受講料　３２,０００円
　　　　※テキスト代別途必要
時　間　午後６時３０分～８時３０分
日　程　１０月３日～２月２０日
対象者：エクセルの表作成・計算式利用・
　　　　関数利用ができる方。
レベルチェック必要　
　９月２４日（土）１６：００
　９月２６日（月）１９：００
　いずれかを申込時にご予約ください。
（１時間程度）

日頃エクセルを使っている人ほど、
「同じ処理を何回もするのは面倒」
「もっと効率よくする方法はないか」
と思うのでは？
　マクロの基礎から始め、ＶＢＡを
使って処理を自動化、エクセル業務
を効率化することを目指します。ま
た、フォーム機能を利用して専用の
入力フォームを作成し、簡単なアプ
リケーションを作成します。

１６回
エクセルマクロ・
Ｖ Ｂ Ａ 入 門

（月）
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検定試験結果報告・新講座・英会話新講師紹介 他

労働学校・府市民教室の有志によるグループ展・発表会

「学びの環境改善」 実用ペン字教室
検定試験結果報告

講　　師：渡邊　洋士（元西京商業高等学校教員）
受講期間：９／８～２／１６（毎週１回・木曜日）※１２／２２～１／５は休講
受講時間：１３：３０～１６：００
受 講 料：￥２４,０００※テキスト代　約３,０００円別途必要
検 定 日：２０１２年２月２６日（日）
　経理書類を読み解き、事業の経理状況を把握する簿記は、再就職や転職
を目指す方、会社で経理事務を担当する方、また自営業の方にとってたい
へん役立つ知識です。この講座では、簿記を初めて学ぶ初心者の方から日
商簿記３級の資格取得を希望される方までを対象に、簿記の基本をわかり
やすく説明し、また過去問題を解いて検定試験に備えます。

８月３日（水）から募集中

英
会
話
新
講
師
紹

英
会
話
新
講
師
紹
介介

府市民教室：新講座紹府市民教室：新講座紹介介『実践簿記３級』講座 　２０１１年４月から学園専
任講師として採用された
ジャスティン・ベイルズで
す。どうぞよろしくお願い
いたします。（出身：英国）

　去る６月１９日（日）に実施され
た平成２３年度第１回硬筆・毛筆書
写検定試験において労働学校実用
ペン字教室受講生２名が３級に挑
み、両名とも合格されました。
（個人名の記載は個人情報保護法
の関係で掲載を割愛しました。）

　府市民教室の読み聞かせ・朗読教
室（午前・午後クラス）の４６名の
有志による「小さな発表会」が７月
２６日（火）にラボール学園第１教
室で開催されました。発表作品は金
子みすゞの詩や芥川龍之介の「杜子
春」など計８作品、栗山かおり先生
の指導のもと普段の練習の成果を
披露しました。

第７回小さな発表会

　京都労働学校の書道教室有志に
よる第９回ひびき会作品展が、７
月２３日（土）・２４日（日）の両日
京都府立文化芸術会館３階で開催
されました。当学園講師小池香鈴
先生の指導のもと、受講生の力作
が出展され、２日間で延べ２０２名の
来場者で賑わいました。

第９回
ひびき会作品展

　府市民教室の篆書・篆刻教室有
志による第６回幽石会書・篆刻展
が新緑かおる５月１４日（土）・１５
日（日）の両日建仁寺西来院で開
催されました。当学園の講師馬渕
幽明先生の指導のもと、受講生の
力作が出展され２日間で延べ４００
名の来場者で賑わいました。

第６回幽石会
書・篆刻作品展

学園の男子トイレに車椅子利用者も
使用できるトイレを設置
　本学園では京都市とともに少しずつ「学び」
の環境の改善を行っています。今回は３月に
京都市により男子トイレに車椅子利用者も使
用できるトイレが設置されました。今後も「学
び」の環境改善に取り組みます。
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・
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大
同
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八
〇
七
）
年
に
発
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さ
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た
と
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え
ら
れ
、
室
町
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間
に
本
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ま
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そ
の
後
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時
の
権
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の
資
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か
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坑
道
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柳
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八
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入
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〕

　
九
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（
木
）
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・
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せ
〕
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〇
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―
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一
―
一
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六
一

　
鈴
木
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Ｆ
Ａ
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〇
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―
三
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四
―
四
三
六
三

   京
都
労
働
学
校
友
の
会
　

　
　
第
二
十
四
回
イ
ベ
ン
ト
　
ご
案
内

生
野
銀
山
と

柳
田
國
男
記
念
館
を
訪
ね
て

　「職場でのトラブル、困りごとは？」「相談先は？」
「どのようにして解決していますか？」「労働法制につ
いての認識度は？」―２０１０年度の調査・出版活動の一
つとして京都勤労者学園ではこのようなアンケートを
実施しました。連合京都、京都総評の協力の下、府内
の労働組合を通じ、各所の相談窓口来訪者、当学園受
講者の方々からも合わせて約２６００枚を回収。その結果
を冊子として３月末に出版・発行しました。
　その主な特徴を眺めてみますと、職場での困りごと
を経験した人は７３％にのぼり、その中では「体調・精
神面での不良」が最も多く、次いで「労働時間・休日
関連」、「ノルマ・仕事関連」と続いています。困りご
との解決手段としては、労働組合加入者比率が９５％と

高いことから当然であるかもしれませんが、「職場の同
僚」「会社の窓口」「労働組合・労働団体の相談センター」
の比率が高く、公的機関の利用は少ないようです。ただ、
組合未加入者や非正規労働者の職場では労働基準監督
署をはじめ公的相談所が認知度とともに利用も相対的
には高いものとなっています。労働法制についての認
識度は高く、「賃金確保法」や「労災補償保険法」、「バ
イトの年休」を除けば８割、もしくはそれを上回るも
のとなっています。
　冊子の在庫もありますので、ご希望の方は当学園ま
でご連絡ください。また、学園ＨＰでもＰＤＦ版を掲載
しておりますのでご利用ください。なお、今年度は秋に
「勤労者の学習」をテーマに調査を実施する予定です。

　「
社
会
政
策
・
社
会
保
障
論
、
比
較
福
祉
国
家

論
」
を
専
門
と
す
る
著
者
（
同
志
社
大
学
教
授
）

が
最
近
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
一
冊
を
上
梓

し
ま
し
た
。
著
者
は
特
に
、
一
九
九
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年
代
か

ら
社
会
保
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福
祉
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の
横
断
的
な
国
際
比

較
に
関
心
を
持
ち
研
究
を
進
め
て
来
て
お
り
、

本
書
の
目
的
を
、
①
国
際
比
較
的
視
点
か
ら
変

容
と
揺
ら
ぎ
に
応
じ
た
新
し
い
社
会
保
障
・
福

祉
政
策
を
提
示
す
る
こ
と
。
②
福
祉
国
家
の
南

欧
モ
デ
ル
や
ア
ジ
ア
の
福
祉
政
策
と
の
関
係
で
、

日
本
の
「
姿
」
と
今
後
に
向
け
て
の
課
題
を
め

ぐ
る
新
し
い
知
見
を
得
る
こ
と
。
③
一
九
九
〇

年
代
以
降
急
激
に
進
展
し
た
「
雇
用
志
向
の
社

会
政
策
」、「
労
働
と
福
祉
の
再
編
」
に
注
目
し
、

欧
米
で
の
経
験
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
後
の
日
本
に
示
唆
す
る
も
の
を
得
る
こ
と
で

あ
る
、
と
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
政
策
の
世
界
の
動
向
を
探
り
、
現
在
何

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
か
を
知
る
上
で
時
宜
を

得
た
出
版
で
、
一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
法
律
文
化
社
刊
・
三
二
〇
〇
円
）

福
祉
政
策
の
国
際
動
向
と

日
本
の
選
択

埋
橋
　
孝
文
著

●
新
刊
紹
介
●

■京都府内勤労者２,６００人の意識調査報告書■

職場・仕事の困りごとを相談されたことはありますか？
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 ９月 ７日 秋期労働学校・市民英会話教室
　　　　　　　　　　　　　　　 　１０時から受付開始 
   パソコン教室１０月分　１０時から受付開始 
  ２８日  秋期労働学校修了式　午後６時半から
 １０月 ３日 パソコン教室１１月分受付開始　１０時から
   秋期労働学校入学式　午後６時から

２０１1年9月・10月の予２０１1年9月・10月の予定定

第１回　９月９日（金曜日） 午後６時３０分～８時３０分
　テーマ：雇用と社会保障をつなぐ
　　　　　　　　　　　―「無縁社会」からの脱却―
　講　師：北海道大学教授　宮本　太郎さん

第２回　９月１２日（月曜日）午後６時３０分～８時３０分
　テーマ：〈まちづくり〉に必要なものは何か
　　　　　　　　　　　―地域コミュニティと労働―
　講　師：立命館大学教授　乾　亨さん

第３回　９月１４日（水曜日） 午後６時３０分～８時３０分
　テーマ：生きやすい社会の税の役割を考える
　講　師：立命館大学教授　立岩　真也さん

第４回　９月２０日（火曜日） 午後６時３０分～８時３０分
　テーマ：ワーク・ライフ・バランスと均等待遇
　講　師：早稲田大学教授　浅倉　むつ子さん

第５回　９月２６日（月曜日） 午後６時３０分～８時３０分
　テーマ：テレワークの実像と新しい働き方
　講　師：龍谷大学教授　佐藤　彰男さん

ラボール学園（京都勤労者学園）

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
制
度

と
社
会
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
震
災
復
興
を
見
据
え
た
税

制
・
社
会
保
障
改
革
も
議
論
の
対
象
と
な

り
、
消
費
者
と
し
て
も
勤
労
者
と
し
て
も
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
や
仕
事
が
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
、
不
安
に
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、『
生
活
保
障
―

排
除
し
な
い
社
会
へ
』
の
著
者
・
宮
本
太

郎
さ
ん
に
、
労
働
市
場
と
社
会
保
障
の
間

を
ス
ム
ー
ズ
に
往
来
で
き
る
制
度
の
在
り

方
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
そ

し
て
、
税
、
働
く
場
所
や
時
間
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、
社
会
と
人
、

人
と
人
と
の〈
き
ず
な
〉を
い
か
に
作
っ
て

い
く
か
、
そ
の
条
件
は
、
と
い
う
問
題
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
　
場
　
ラ
ボ
ー
ル
学
園

申
込
方
法

　
は
が
き
か
お
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は

Ｈ
Ｐ
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
て
学
園
ま
で
。

講
座
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
受
講
券

を
送
り
ま
す
。

受
講
料
　
無
料

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋ののののののののののののののののののののの公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ秋の公開セミナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー２０１１２０１１年年

「きずなの再構築―雇用・税・社会保障の在り方を問う―」

日　時：１０月３０日（日）
　今回の現地学習は彦根方面（彦根城・彦根城博物
館・天寧寺など）を散策します。
　詳しくは９月以降に事務局までお問い合わせくだ
さい。

予告 ２０１１年京都労働学２０１１年京都労働学校校
日本史講座：府市民教日本史講座：府市民教室室
現地学習のご案現地学習のご案内内

　学園廊下に配架してい
るチラシ・広報物をより見
やすくするため、テーマ・
分野別に表示板を設置し
ました。

せら知お

東日本大震災義援金を
日本赤十字社へ振り込みました。
　学園では去る３月１１日に発生した東日本大震
災に対する義援金の受付箱を受付カウンターに８
月４日まで設置しておりました。皆様から寄せら
れた２，８９８円を８月４日に日本赤十字社へ振り込
ませていただきました。
　ご協力ありがとうございました。


